
※学力のレベルは、各学年７レベルの間で行いま

す。１つのレベルをさらに３分割し、上から順に

A,B,C で表しています。 

  

 

 

         

                   
 

  

 

 

 

  

日頃より、本校の教育活動に対してご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

さて、毎月発行しております「深小っ子だより」ですが、今回は特別号として、本校の子供たち

の学力についてお知らせいたします。 

４月１８日に６年生が「全国学力・学習状況調査」を、５月１０日に４・５・６年生が「埼玉県

学力・学習状況調査」を実施しました。その２つの学力・学習状況調査の結果がまとまりましたの

で、結果の概要をお伝えいたします。深谷小学校では、本調査結果を日々の授業改善に生かしてま

いりますので、今後ともご家庭における学力向上の取組にお力添えいただきますようお願い申し上

げます。 

なお、質問紙調査の結果は、本校のホームページで公開しておりますのでそちらをご覧くださ

い。 

 

 

 

 

平均正答率  単位(％) 

教科 国語 算数 

深谷小 同等 同等 

埼玉県 ６８ ６２ 

全国 ６７．２ ６２．５ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均正答率  単位(％) 

教科 国語 算数 

学年 小４ 小５ 小６ 小４ 小５ 小６ 

深谷小 上回った 同等 同等 上回った 上回った 同等 

埼玉県 ６３．６ ６２．７ ６０．８ ６３．９ ６３．０ ５６．５ 

 学力レベル（平均） 

教科 国語 算数 

学年 小４ 小５ 小６ 小４ 小５ 小６ 

深谷小 6-B 7-C 7-B 5-B 6-B 6-B 

埼玉県 6-C 7-C 7-B 5-C 6-C 6-B 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 

   
「稲荷町方面で、信号機のないところを

渡っている深谷小学校の子がいる」とい

うお電話をいただきました。おかげさま

で、学校で指導することができました。

ありがとうございました。 

「よかった点（○）」と「課題（●）」 

【国語】 

○「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるか

どうかをみる」「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる

かどうかをみる」の問題で、全国や県の正答率を大きく上回った。 

●「図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる

かどうかをみる」「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができる

かどうかをみる」の問題の正答率が低かった。 

【算数】 

○「百分率で表された割合について理解しているかどうかをみる」「伴って変わる二つの数量の

関係が、比例の関係ではないことを説明するために、表の中の適切な数の組を用いることがで

きるかどうかをみる」の問題で、全国や県の正答率を大きく上回った。 

●「高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言

葉や数を用いて記述できるかどうかをみる」「（２位数）÷（１位数）の筆算について、図を

基に各段階の商の意味を考えることができるかどうかをみる」の問題の正答率が低かった。 

埼玉県学力・学習状況調査 

課題への取組・改善策 

【国語】 

・図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる

ようにするために、図表やグラフの特徴や優れている点などについて、他教科と関連して指

導していく。また、教師が図表やグラフなどを用いたモデルとなる文章を提示したり、図表

を用いる場合には、本文に「図１は、～」、「表１は、～」といった表現を用いて本文との関

連を示すことを指導したりしていく。 

・漢字指導においては、書き取りの練習のみならず、文や文章の中で漢字を読むことや文脈の

中での意味と結び付けていくことを繰り返し指導していく。また、「意外」、「以外」などの同

音異義語の言葉を集めたり、漢字辞典を使って漢字の読みや意味などを自分で調べる活動を

積極的に取り入れたりして、漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにしていく。 

【算数】 

・三角形の面積を指導する際、一つの面積を求めることに限らず、二つの三角形の面積を比べ

る活動を取り入れていく。その中で、二つの三角形の底辺の長さが等しいとき、高さの具体

的な長さが分からなくても、高さが等しいと分かれば面積は等しいと実感を伴って理解でき

るように指導していく。 

・わり算の筆算を指導する際、筆算の手順を形式的に教え込むのではなく、具体物や図に表し

たり、式と関連付けたりすることで、筆算の仕組みをしっかりと理解できるようにする。 

特別号 

R5.11.6 発行 

「学びに向かう力」  

一人一人をより伸ばすための取組 

・チャレンジタイムで行っている「学力向上プロジェクト」問題へ取り組み、一人一人の学習

内容の定着度を見極め、できるようになるまで繰り返し取り組んでいく。 

・平均正答率の低い問題については、県が作成している「復習シート」を授業や家庭学習等で

活用し、学習内容の定着を図っていく。 

・算数では、学力レベルにばらつきがあるため、T.T（ティームティーチング）や 

少人数指導を工夫し、個に応じた支援の充実を図っていく。 

・授業や家庭でのタブレットの使用頻度を高め、使用場面や使用アプリを考え、 

効果的に活用した学びを推進していく。 

 

国語では「書くこと」、

算数では「図形」領域

の平均正答率が、県や

全国よりやや下回って

います。 

学年 学力のレベル
小学校４年生 レベル１～レベル７
小学校５年生 レベル２～レベル８
小学校６年生 レベル３～レベル９


